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 相模湾周辺海域におけるマアジの生態と漁獲傾向について 

 [要約] 相模湾周辺海域の定置網漁業において重要魚種であるマアジについて、漁獲傾

及び生態の調査・分析を行った。 

結果、①ここ10年間の年間漁獲量の落ち込みが３～６月の漁獲量に大きく関係してい

る②２歳以下のマアジが漁獲量の80%を占める③抱卵数は年齢に比例して多くなること

などが明らかとなった。また、太平洋系群と本海域の資源推移が同調していないことか

ら、本海域の地付き資源の存在が漁獲量と大きく関係しており、これらを有効に利用す

ることが重要であると考えられる。 
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[背景・ねらい] 

相模湾のマアジ漁獲は1990年代前半～2000年代後半まで年間1,000トン以上の漁獲があ

ったが、2009年以降急激に減少し、近年は500トン以下の水準にまで低迷している（図１）。

マアジは漁獲される魚類の中で最も高単価であり、年間の水揚総額に大きな影響を与える

ことから、相模湾の定置網漁業にとってマアジの存在は重要であり、持続的な利用を検討

する必要がある。そこで、今後の資源利用について役立てるため、相模湾、相模灘のマア

ジの漁獲傾向の分析と生態について調査を行った。 

[成果の内容・特徴] 

１ マアジの漁獲量は2000年代の水準に対して2010年代は半分以下に減少している（図２）。

月別では、盛漁期の３～６月を除いた漁獲量は概ね横ばいであることから、３～６月の

大きな減少が年間総漁獲量を落ち込ませた要因であると考えられた（図３）。 

２ 漁獲量の分析結果からマアジ太平洋系群の減少傾向と相模湾周辺海域における３-６

月以外のマアジ資源の推移は同調していないため、地付き資源が存在しており、本海域

のマアジの漁獲に大きく関係している可能性が示唆された（図４）。 

３ 2015-2019年の５年間の尾叉長について1525個体を調べた結果、その割合は180mm以下

が50%、180-220mmが30%と、２歳以下のマアジが80%を占めていた（図５）。 

４ 抱卵数は尾叉長に対して比例して多くなった（図６）。 

 

 [成果の活用面・留意点] 

１ マアジの盛漁期である３-６月以外でも、安定的にマアジの漁獲が見られることから、

地付き資源によって相模湾周辺海域のマアジ資源が支えられている可能性があることが

示唆された。また、相模湾周辺海域で再生産していることが確認されている。そのため、

産卵期と推定される４～６月に大型親魚を再放流することが現存量を減らさないように

しながら本海域の総産卵量を増加させることにつながると期待できる。 

２ 一方、地付きアジの資源量の規模等は不明であり、それを推定するにはさらなる調査

を行う必要がある。 
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図 1 相模湾・相模灘（伊豆東岸）

海域の定置網の漁獲量推移 

図 2 2000年代と2010年代の月別平

均漁獲量推移 

図 5 小田原魚市場で水揚げされた

マアジの尾叉長の分布 

図 6 尾叉長と抱卵数の関係 

図 4 太平洋系群資源量と相模湾周

辺海域漁獲量の推移 

図 3 最盛期（3-6 月）を除いたときの

マアジの年間漁獲量推移 


